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[特集]

東海村少年少女合唱団が歌う「ふるさと東海村」など、
東海村を歌った合唱組曲をご紹介します！



作詞／海野洋司　作曲／橋本祥路

１ ふるさと東海村 

知っていますか

漁り火うるむ　常陸の海の静けさを

知っていますか

夕日に染まる　久慈川のきらめきを

この村に生まれ　この村で暮らす

この幸せ

遙かな雅に包まれ

明日への翔きを　夢見る

この村の音　この村の朝

この村の道　この村の風

大好き　私たちのもの

みんなの静かな　微笑みも

大好き　みんな大好き

海を超え　空を超え

世界に翔く　東海村

海を超え　空を超え

世界に翔く　ふるさと

この村に生まれ　この村で暮らす喜び

海を超え　空を超え

世界に翔く　ふるさと

２ 一粒の種 

ほたる舞う　白方の池

阿漕ケ浦の　花の道

遙かな時の　流れを超えて

聞こえてくる　いにしえの人の想い

同じ空を　見つめる私たち

海の青　田畑の緑に心を染めて

同じ空を　見つめる私たち

土と水と太陽と　友だちになって

私は　一粒の　種になる

明日のために

▼期　日	 ２月22日（土）
▼時　間	 午後３時～３時30分
▼場　所	 村立図書館
▼曲　目	 合唱ミュージカル「伝説の島ＺＺ」から「伝説の
	 	 島」へ、「地球星歌」他

　東海村少年少女合唱団では、発足30周年を記念して、平成
23年度に「東海村少年少女合唱団のための合唱組曲」を作成し
ました。この組曲は、東海村の風景や特産品、そして団員た
ちの思いを織り込んだ曲となっています。
　今回は、全４曲で構成される組曲のうち、１番「ふるさと
東海村」と、２番「一粒の種」の歌詞をご紹介します。

演奏会情報

●問い合わせ　生涯学習課文化･スポーツ振興担当（☎282-
1711 内線1423）

東海村を歌った

合唱組曲をご紹介します！
東海村少年少女合唱団

　組曲「ふるさと東海村」も演奏します。入場は無料です
ので、ぜひご来場ください。
▼期　日	 ３月23日（日）
▼時　間	 午後１時30分開演（午後１時開場）
▼場　所	 東海文化センター
【ステージ体験してみませんか？】

　第32回定期演奏会のステージで、合唱団と一緒に歌っ
てくれる方を募集します。
▼対　象	 幼稚園･保育所（園）の年長児～小学６年生
▼曲　目	「なめこのうた」、「ぼくらのうた」 

‐合唱のためのコンポジション‐
「ふるさと東海村」より

東海村少年少女合唱団第32回定期演奏会

図書館ミニコンサート
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■会費（１年間）
　900円／人 ※中学生以下（平成26年４月１日現
在）は500円／人となります。 
●会費の助成…村では、村内に住所を有する方で、

平成26年４月１日現在、４歳以上中学生以下の
方と70歳以上の方を対象に、会費の半額を助成
します。該当する方は、必ず印鑑（スタンプ印不
可）をお持ちください。

■万一のときの見舞金
●死亡…100万円
●最低治療実日数３日以上の傷害…２万円

■対象となる交通事故
　日本国内の道路上等を運行中の自動車、バイク、
自転車等の接触･衝突･転落･転覆事故等による人の
死傷

■共済期間
　平成26年４月１日から平成27年３月31日まで
の１年間 ※途中加入の場合は、申し込みの翌日か
ら平成27年３月31日までとなります。

■見舞金の請求手続き
　消防防災課（役場行政棟５階）に次の必要書類を
お持ちの上、請求してください。▼会員証 ▼運転
免許証（免許の必要な車両を運転中に事故を起こ
したとき） ▼交通事故証明書（自動車安全運転セン
ター所長発行のもの）※この交通事故証明書のない

事故に基づく請求は、指定の「事故申立書」を使用
し、最高９等級（３万円）まで（「災害区分別見舞金
額一覧」参照）の給付となります。 ▼診断書（医師の
診断書や柔道整復師･はり師･きゅう師等の施術証明
書）※カイロプラクティックなどは、診療行為から除
外されます。

■災害区分別見舞金額一覧

※次のような事故の場合、見舞金の全部または一部
が給付されませんので、ご注意ください。①会員
または見舞金受取人の故意による事故 ②会員が無
免許･酒気帯び運転中に生じた事故またはその事実
を承知で同乗していた事故 ③地震･洪水･暴風･そ
の他の天災によって生じた事故 ④正当な理由なく
医師の指示に従わなかったとき ⑤会員または見舞
金受取人の重大な過失による事故 ⑥法令に違反
し、茨城県市町村総合事務組合長が不適切と認め
る事故

等級 災害区分 見舞金額
１ 死　　亡 100万円
２ 治療実日数181日以上の傷害 30万円
３ 治療実日数151日以上の傷害 25万円
４ 治療実日数121日以上の傷害 20万円
５ 治療実日数  91日以上の傷害 15万円
６ 治療実日数  61日以上の傷害 10万円
７ 治療実日数  41日以上の傷害 8万円
８ 治療実日数  21日以上の傷害 6万円
９ 治療実日数  ８日以上の傷害 3万円
10 治療実日数  ３日以上の傷害 2万円

身障 身体障害者１級･２級該当 50万円

家族そろって
加入しましょう 県民交通災害共済

茨城県市町村総合事務組合では、平成26年度「県民交通災害共済」の加入申し込みを受け付けています。これ
は、年一定額の会費を支払うと、加入者が交通事故でけがや死亡した場合、その度合いに応じて見舞金が給付
される制度で、平成25年９月現在、村では約5,600人が加入しています。いざというときに見舞金を受け取る
ことができる「県民交通災害共済」に、ご家族おそろいで、ぜひご加入ください。

消防防災課（役場行政棟５階）備え付
けの「県民交通災害共済加入申込書」に必
要事項を記入の上、会費を添えて、消防
防災課防災防犯･交通安全担当（☎282-
1711 内線1524）へ申し込みください。
※平成25年度の会員証がある方はお持
ちください。また、申し込みは年間を通
して随時受け付けています。なお、右表
の日程で出張受け付けも行います。

便利な出張受け

付けもどうぞご利用

ください！■申し込み･問い合わせ■

【出張受け付け日時等】
期　日 時　間 場　所

２月24日（月） 13:30 ～ 15:00 白方コミュニティセンター
２月25日（火） 10:00 ～ 11:30 真崎コミュニティセンター

２月27日（木）
10:00 ～ 11:30 石神コミュニティセンター
13:30 ～ 15:00 舟石川コミュニティセンター

２月28日（金）
10:00 ～ 11:30 村松コミュニティセンター
13:30 ～ 15:00 中丸コミュニティセンター
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●１年の決意新たに…東海村消防出初式
１月12日、東海文化センターで平成26年「東海村消防出初
式」が行われ、消防団をはじめ自主防災組織等、日ごろか
ら消防･防災のために活動している関係者632人が１年の
決意を新たにしました。また、式典後には、村内の幼稚
園･保育園で組織する幼年消防クラブの園児による演技や
消防団（第５分団）の小型ポンプ操法による放水等が披露
されたほか、東海消防署の消防車両を先頭に消防団員等
の隊列が続く分列行進が行われ、会場をにぎわせました。

“地域の安全･安心”を守る方々に感謝するとともに、私た
ち一人ひとりも、日ごろから“火の用心”を心掛けましょう。

●電気使用量を“見える化”し、節電を呼び掛けました
暖房等の使用により、電気使用量が増加するこの季節――地
球温暖化対策の一環として冬の節電や省エネを呼び掛けよう
と、１月18日、イオン東海店で「冬の節電キャンペーン」が行
われました。これは、とうかい環境村民会議が企画したもので、
啓発チラシ等の配布や節電に関するクイズなどを通して、“節
電や省エネのコツ”をＰＲしました。また、電気使用量を“見え
る化”したコーナーでは、ワットメーター（電力測定器）を使用
し、同じ明るさの発光ダイオード（ＬＥＤ）･白熱灯･蛍光灯の電
気使用量を計測。来場者は、それぞれの電気使用量の違いを“見
て”体験しながら、省エネについての意識を高めていました。 

最も省エネなＬＥＤに比べ、白熱灯は約６倍の電
気を使用しています。

●寒さを吹き飛ばせ！ 「東海村スマイルマラソン2014」
１月13日、地域の子どもたちが主役となる「東海村スマイルマラソン
2014」が笠松運動公園を会場として開催され、延べ885人のランナー
が汗を流しました。コース脇には霜柱も見られる寒い日でしたが、

２人がペースを合わせてゴールを目指す「家族の部」では57組114人が走りました。

小学校（低学年）の部
（約1.2㎞）

男子 石川遥人（中丸小学校３年）
女子 大沼杏衣（照沼小学校３年）

小学校（高学年）の部
（約1.9㎞）

男子 須山　傑（村松小学校６年）
女子 髙橋桃花（白方小学校６年）

中学校の部（約3.0㎞）男子 古川　塁（東海中学校２年）
女子 雨宮美咲（東海南中学校２年）

家族の部（約1.2㎞） 順位の決定なし 山田村長もゲストランナーとして特別参加

最終ランナーに
も大きな拍手が
送られる温かい
大会となりまし
た。なお、各部
の優勝者は右表
のとおりです。

【各部の優勝者（敬称略）】
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そろそろ来ます…花粉症

問い合わせ■村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

村立東海病院ですこんにちは！

●花粉症のピークは２月中旬から３月

　少しずつ春の訪れが感じられるころになると、スギ花粉が飛び始め、２月中旬から３月にかけてピー
クを迎えます。スギ花粉の飛散量は年ごとに異なりますが、関東地方における今年の飛散量は、昨年
より少ないのではないかと予測されています。しかし、スギ花粉症患者は年々増加しており、ある調
査では2018年までに全人口の26.5％に及ぶとされています。また、年齢層別では中年層の発症頻度が
高く、幼児や学童の発症についても急激に増加しています。
　また、花粉症はスギばかりではありません。村内でも、春はヒノキやクリ、雑草のハルガヤ、スズ
メノテッポウ、梅雨の時期はヒメガマ、秋にはブタクサ、ヨモギ、カナムグラなどが見られ、ほぼ通
年でさまざまな花粉が飛散してます。
●鼻の症状だけじゃない？！ その症状と診断方法

　症状は、鼻の症状（鼻水、くしゃみ、鼻づまり）だけでなく、結膜炎やアトピー性皮膚炎の悪化、ま
れにぜんそく発作や37～ 38度台の発熱等を起こすこともあります。症状がひどいと、頭痛や睡眠不足、
倦
けん た い

怠感やイライラを引き起こし、集中力が低下して仕事や学習の能率が下がるなど、
社会･経済的損失も大きいため、対策が急がれています。
　診断は、症状と、鼻汁や血液の検査、アレルギー皮膚検査等で確定できます。東
海村では、春に強風で乾燥した砂

さ じ ん

塵が巻き上がり、結膜炎や鼻炎を引き起こすこと
があり、これを花粉症と見誤っていることも少なくないので注意が必要です。
●つらい症状を何とかしたい…その予防法と治療法

　▼花粉を回避する（マスクや眼鏡、帽子等）▼家に持ち込まない（帽子や衣服を玄関前ではたく、大量

飛散時期は外での洗濯干し･布団干しを避ける、外出後の手洗い･洗顔）――ことが第一です。

　薬物療法としては▼抗ヒスタミン薬や化学伝達物質遊離抑制薬（内服、点眼、点鼻）▼ロイコトリエン受
容体拮抗薬（内服）▼ステロイド薬（点鼻、結膜炎が重症の場合は点眼、重症の場合は短期間の内服）――
などがあります。花粉症の症状が出始める１～２週間前から治療を始めると、さらに有効性が高まります。
　従来、スギ花粉症の根本療法とされてきたスギアレルゲンの皮下注射免疫療法は、３年以上定期的に注
射を続ける必要があることからか、あまり普及していません。そこで、最近注目を浴びているのは舌下免疫
療法です。“スギ舌下錠を舌の下に含んだ後、飲むこと”を毎日続けると６か月程度後から効果が得られ、２
～３年間毎日続けると持続効果が得られるとされています。今年、春過ぎに厚生労働省の認可が見込まれ
ており、来シーズンに向け期待されています。ただし、最低でも２年以上、毎日内服を続ける必要があるほか、
アナフィラキシーショックなどを起こす可能性もあるため、登録された専門医師の下でのみ実施されます。

村立東海病院　小児科　松井　猛彦

■人間ドック…▼村内在住の国民健康保険及び後期高齢医療保険加入者 ▼市町村職員共済組合加入
者 ▼日立健康保険組合加入者 ▼原子力健康保険組合加入者 ▼それ以外で人間ドックを希望する方

■全国健康保険協会生活習慣病予防健診…全国健康保険協会加入者
■就職時健康診断、定期健康診断、電離放射線健康診断

■特定健康診査…▼各健康保険組合加入者 ▼東海村の国民健康保険加入者
■日立健保レディース健診…日立健康保険組合加入者

各種健康診断の予約は、電話または総合受付で申し込みください！
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金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
な
び
の
と
び
ら

中央公民館講座ナビ　VOL19

問い合わせ　中央公民館（☎282-3329）
役
場･

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て

あ
る
ほ
か
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
す

る
か
、
は
が
き
に
▼
希
望
講
座
番
号（
複
数
可
）▼

住
所
▼
氏
名（
ふ
り
が
な
）▼
性
別
▼
年
齢
▼
電
話

番
号
―
―
を
記
入
の
上
、
２
月
25
日（
火
）（
必
着
）ま

で
に
、
中
央
公
民
館（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
５ 

船
場

７
６
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内　　容 日　　時 対象（定員）

①仕事モードにマインドセット！ しなやか講座
　近い将来に再就職を考えているお母さんのための講座です。
ＮＰＯ法人子連れスタイル推進協会から講師を迎えて、一緒に
職場復帰への心構えや、具体的なスキルなどを習得しませんか。

▼３月19日（水）
▽10:00 ～ 11:00

女性
（20人）
【託児有り】

②女性のための骨盤ビューティー

▼３月15日（土）
▽Ａ10:30 ～ 11:30
▽Ｂ13:30 ～ 14:30

女性
（各20人）

③自然の恵みを生かした持続可能なまちづくり
　子育てや防災の面からも注目されている、自然の恵みを有効
に生かしたまちづくりについて、その最新事例を公益財団法人
日本生態系協会の田邊龍太さんがご紹介します。

▼３月１日（土）
▽13:30 ～ 15:30

一般
（50人）

▼
第
10
期
中
央
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

■
日

程

等	

下
表
参
照

■
対　
　

象	

村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

■
受

講

料	

無
料 

■
そ

の

他	

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。※
①
は
、予
約
制
保
育
サ
ー

ビ
ス（
無
料･

６
か
月
以
上
の
未
就
学
児
）

が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
申
し
込

み
時
に
お
子
さ
ん
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、生
年
月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み	

講
座
申
込
書（
中
央
公
民
館･

　
新
し
い
知
識
を
学
び
た
い
。
自

分
の
世
界
を
広
げ
た
い
。
人
生
を

も
っ
と
楽
し
み
た
い
。

　
そ
ん
な
あ
な
た
と
の〝
出
会
い
”

を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　骨盤矯正とヨガを通して、自分の心地
よいバランスを見つけ、しなやかで美し
く、芯の強い体をデザインしましょう。
※ヨガマットまたはバスタオルを、お持
ちください。
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た
ち
に
も
自
分
の
失
敗
例
等
を
含
め
、
経
験
談
と

し
て
教
え
て
い
け
る
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
と
一
緒
に

活
動
し
て
い
る
と
、「
ま
た
遊
ぼ
う
ね
！
」「
ま
た

来
て
ね
！
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
と
て
も

う
れ
し
く
な
り
、「
ま
た
や
ろ
う
！
」「
今
度
は
こ

ん
な
こ
と
を
し
よ
う
！
」と
、
ど
ん
ど
ん
や
る
気

が
湧
い
て
き
て
、
自
分
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
責
任
感
を
持
つ

こ
と
や
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
、
そ
し
て
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
行

動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
高

校
生
会
で
学
ん
だ
多
く
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

将
来
に
必
ず
役
立
つ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

４
月
か
ら
私
は
、
専
門
学
校
に
進
学
し
ま
す
。

専
門
学
校
で
は
、
空
港
の
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

学
び
ま
す
。「
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ス
タ
ッ

フ
」と
は
、
航
空
機
が
安
全
で
予
定
通
り
に
飛
び

た
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
誘
導
や
管
理
等
を
す
る

仕
事
で
す
。
専
門
学
校
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
、
将
来
素
晴
ら
し
い
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
に
な
る
と
い
う
自
分
の
夢
を
か
な
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高
校
生
会
で
学
ん
だ

こ
と
や
高
校
生
会
の
仲
間
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
も
、
自
分
の
身
に

付
け
た
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
精
い
っ

ぱ
い
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
高
校
生
活
の
３
年
間
、
学
業
だ
け
で
な

く
、
東
海
村
高
校
生
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
や
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
高
校
生

会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
に
、
子
ど
も

会
等
の
行
事
の
お
手
伝
い
を
す
る
活
動
や
自
分
た

ち
で
行
事
を
企
画･

運
営
す
る
活
動
等
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
活
動
で
は
、
事
前
に
い
ろ
い
ろ
と

打
ち
合
わ
せ
や
話
し
合
い
を
行
い
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
の
か
、
小
学
生
は

楽
し
ん
で
く
れ
る
か
を
自
分
た
ち
で
考
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
行
事
の
責
任
者
を
経
験
し
て
い
く

中
で
、
自
分
自
身
に
責
任
感
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
同
時
に
多
数
の
仕
事

を
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
後
輩

エッセー頑張る

今どきの
青少年

ＶＯＬ .  １４５

高
校
生
会
の
活
動
を
通
し
て

県
立
東
海
高
等
学
校
３
年

東
海
村
高
校
生
会

會あ

い

ざ

わ澤
　
駿し

ゅ

ん

た太

※写真後列右
側が、今回
のエッセイ
ストです。

「
消
費
者
の
心
構
え
」

　

私
た
ち
の
消
費
生
活
を
取
り
巻
く

環
境
は
多
様
化
し
、
消
費
者
被
害
金

額
も
高
額
化
し
て
い
ま
す
。「
自
分
は

だ
ま
さ
れ
な
い
」と
い
う
楽
観
的
な
心

理
に
よ
っ
て
、
い
ざ
危
険
に
直
面
し

て
も
察
知
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
信
過
剰
に
な
ら
ず
、
警
戒
心
を
持
つ
心
の
構
え
が

大
切
で
す
。

　

不
審
な
勧
誘
に
対
し
て
は
▽
は
っ
き
り
と
断
る
▽
う
ま

い
話
は
疑
う
▽
個
人
情
報
を
話
さ
な
い
▽
契
約
は
慎
重
に

行
う
▽
不
審
だ
と
感
じ
た
ら
誰
か
に
相
談
す
る
―
―
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
慎
重
に
な
る
あ
ま
り
親

戚
か
ら
の
宅
配
便
を
知
ら
な
い
業
者
か
ら
と
勘
違
い
し
て
、

受
け
取
り
拒
否
を
し
て
し
ま
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
不

意
を
つ
か
れ
て
慌
て
た
と
き
こ
そ
、
い
っ
た
ん
落
ち
着
い

て
冷
静
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
賢
い
消
費
者
と
な
る
た
め
に

　

日
ご
ろ
か
ら
人
と
の
交
流
や
報
道
に
よ
っ
て
情
報
を
入

手
し
、
自
分
の
価
値
観
や
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
い
視

野
を
持
っ
て
、
解
決
に
向
け
て
意
思
表
示
を
す
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
、
約
款
や

契
約
書
、
商
品
取
扱
説
明
書
な
ど
、
細
か
な
記
載
で
も
必

ず
読
み
、
契
約
内
容
や
商
品
役
務
を
理
解
し
て
利
用
の
判

断
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
身
の
問
題
解
決
能
力
の
向
上
は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
業
者
の
言
葉
を
う
の
み
に

し
て
必
要
の
な
い
契
約
を
し
た
り
、
権
利
を
は
き
違
え
て
的

外
れ
な
要
求
を
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
、
賢
く
自
立
し
た

消
費
者
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ	

東
海
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
村
民
相
談

室
内 

☎
287
局
０
８
５
８
）

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー
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【
俳　

句
】

陽
を
は
じ
く
掛
大
根
の
美
肌
か
な

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

一
年
の
計
さ
ま
ざ
ま
に
大
笑
い

東　

海　

佐
藤　

と
よ

初
詣
す
れ
ち
が
う
手
に
鈴

の
音

緑
ケ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

唯い

い唯
と
し
て
妻
に
し
た
が
い
年
始
む

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

良
き
こ
と
の
あ
り
し
と
お
も
う
初
鷺
来

村　

松　

松
本　

正
勝

独
り
居
は
静
か
す
ぎ
る
よ
淋
し
い
よ

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

久
慈
川
の
蛇
行
知
ら
ぬ
や
浮
き
寝
鳥

村　

松　

大
内
た
け
み
つ

空
澄
み
て
つ
わ
ぶ
き
の
花
二
輪
か
な

白　

方　

辻
本　

寛
山

納
棺
へ
華
を
添
へ
る
や
雪
の
朝

豊　

白　

小
林　

久
男

ぼ
た
ん
鍋
い
ろ
り
囲
ん
で
山
の
宿

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

　
　
【
短　

歌
】

初
日
の
出
あ
ま
ね
く
照
り
て
家
雀
群
れ

て
遊
べ
り
穏
い
の
庭
に

船　

場　

舛
井
庫
之
助

風
は
凪
ぎ
陽
の
あ
た
た
か
な
昼
の
頃
あ

ら
た
ま
膳
に
と
青
菜
を
摘
め
り

内　

宿　

村
上　

文
江

お
だ
や
か
に
春
の
陽
明
し
御
社
に
は
ら

か
ら
の
幸
拍
手
を
打
つ

緑
ケ
丘　

佐
藤　
　

正

も
う
少
し
老
い
た
ら
わ
か
る
と
友
の
言

う
五
体
の
衰
え
日
々
に
感
じ
て

須
和
間　

柴
山　

靖
子

新
し
い
お
箸
に
替
え
て
湯

気
の
ぼ
る
お
雑
煮
を
食お

す

小
さ
き
倖
せ

外　

宿　

小
林
美
代
子

奥
久
慈
の
秘
湯
の
里
の
露
天
風
呂
色
あ

せ
し
葉
の
積
る
静
け
さ

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

紅
深
き
ま
ゆ
み
に
ひ
そ
み
ゐ
る
蜂
が
日

に
染
ま
り
つ
つ
か
す
か
に
動
く

村　

松　

桜
井　

秀
子

電
話
に
て
話
す
調
子
に
健
康
を
確
め
あ

へ
り
互
に
八
十
六村

松
北　

黒
澤　

孝
子

▼場　　　所　ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
▼問い合わせ　東海駅コミュニティ施設管理室
（☎287-3680）

　平安仮名を基礎として、大字で表現するこ
とを学んでおり、近年は調和体の作品に挑戦
する機会もあります。「かな書」の多様な表現
をお楽しみください。
▼期　間	 ２月23日(日) ～３月１日(土)
▼時　間	 午前10時～午後６時（最終日は午
後３時まで）

かな書道 茨城藍筍会展

　茨城大学で彫塑を専攻した卒業生を中心と
した、県内在住の立体造形作家による作品で
す。陶、金属、テラコッタ、木、石などを素
材にした独創的な作品をご覧ください。
▼期　間　３月２日(日) ～８日(土)
▼時　間	 午前10時～午後６時（最終日は午
後３時まで）

第21回 土なかま彫塑展

　これまで、趣味として
カメラを手に撮影をして
歩きました。今回はその
中から風景、野鳥、花な
どの写真約60点を展示
します。１枚の写真から
イメージを膨らませても
らえれば幸いです。

成田富夫作品展

▼期　間　３月９日(日) ～ 15日(土)
▼時　間	 午前10時～午後７時（最終日は午
後３時まで）

の

ＳＴＡＴＩＯＮ
　　ＧＡＬＬＥＲＹ

ギャラリー A（２階）

8 ●



お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）

ししし んんんーーーめめめ

平成 26年１月１日現在（前月比）
世帯数 14,748 世帯 （－ 11）
総人口 37,973 人 （－ 18）

●人口と世帯数●

実施日時 第１･３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】国保や国民年金等に関す
る各種手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、児童手
当･児童扶養手当の申請等

【介護福祉課】介護保険･高齢支援の申請
【会計課】国税、県税、国民年金保険料
を除く各種税金･使用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●２月の休日診療●

受付時間 午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

11日（火）石井整形外科クリニック 270-5141
16日（日）村立東海病院 282-2188
23日（日）村立東海病院 282-2188
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時
30分～ 11時30分▼日曜日･祝日･年末年始

（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000)
全ての電話から(☎254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎0120-42-4848）

暮
ら
し

納期限 ２月28日（金）
固定資産税（第４期分）
国民健康保険税（第８期分）
後期高齢者医療保険料（第８期分）
介護保険料（第６期分）

●２月の納付●

利
用
期
間
▼
３
月
１
日（
土
）
～
平
成
27

年
２
月
28
日（
土
）

場
所
▼
白
方･

豊
岡
地
内
の
畑
地

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

利
用
料
▼
１
区
画（
約
50
平
方
メ
ー
ト
ル
）

３
０
０
０
円
／
年（
３
区
画
ま
で
利
用
可
）

・

２
月
14
日（
金
）以
降（
月
曜
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
、
利
用
料
と
印
鑑
を
お
持
ち
の

上
、農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

募 集

家
庭
菜
園
の
利
用
者
募
集

「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス
タ
」

期
日
▼
２
月
15
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
総
合
体
育
館

内
容
▼
▽
こ
ん
虫
博
士･

廣
瀬
誠
さ
ん
や
南

極
先
生･

井
熊
英
治
さ
ん
の
講
演 

▽
中
丸

小
学
校
児
童
の
環
境
学
習
発
表 

▽
団
体

や
企
業
の
取
り
組
む“
エ
コ
”に
つ
い
て
の

実
演
や
展
示 

▽
も
っ
た
い
な
い
バ
ザ
ー 

▽
イ
バ
ラ
イ
ガ
ー
の
環
境
シ
ョ
ー
等

入
場
料
▼
無
料

と
う
か
い
環
境
村
民
会
議
事
務
局（
環

境
政
策
課
内 

内
線
１
４
５
４
）

「
ゾ
ー
ン
30
」内
で
の
最
高
速
度
は

時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
！

　
「
ゾ
ー
ン
30
」は
、
通
学
路
や
住
宅
地
内

の
道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
実
施

さ
れ
る
も
の
で
、
区
域
内
で
の
最
高
速
度

は
時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
速
度
順

守
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ひ
た
ち
な
か
西
警
察
署
交
通
課（
☎
272

局
０
１
１
０
）

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
！

　

水
道
管
が
凍
結
す
る
と
、
水
が
出
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
管
が
破
裂
し
て
高
い

修
理
費
用
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
事
前
に
対
策
し
、
凍
結
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

凍
結
防
止
策
▼
①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
保
温
材（
布
類
は

水
分
を
含
ん
で
余
計
に
凍
結
す
る
の
で

使
用
し
な
い
）を
入
れ
る
。
②
露
出
し
て

い
る
水
道
管
に
保
温
材
を
巻
き
付
け
る
。

③
屋
外
の
散
水
栓
は
水
抜
き
を
す
る
。

凍
結
し
た
場
合
▼
軽
い
凍
結
の
と
き
は
水

道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
を
巻
き
付
け

て
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。
熱
湯
は
絶
対
に
掛
け
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど

で
ゆ
っ
く
り
溶
か
す
の
も
有
効
で
す
。

破
裂
し
た
場
合
▼
東
海
村
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者（
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
課
業
務
担
当（
内
線
１
１
５
３
）

「ゾーン30」
設定区域
最高速度は
30㎞／時！

東海駅

イオン
東海店
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福
祉

【
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
に
つ
い
て
】

　

未
受
診
の
方
を
対
象
に
、
追
加
検
診
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
２
月

21
日（
金
）ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
３
月
28
日（
金
）･

29
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分（
１

時
間
単
位
の
時
間
予
約
制
で
実
施
）

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用
▼
無
料

【
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
に
つ
い
て
】

　

受
診
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
村
立
東
海

病
院（
予
約
専
用
電
話 

☎
277
局
３
３
５
１
）

へ
予
約
の
上
、
３
月
31
日（
月
）ま
で
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
券
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
早
め
の
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

予
約
受
付
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

【

・

】

　

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

甲
状
腺
超
音
波
検
診（
追
加
検
診
）

健
康･

医
療

介
護
の
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

「
家
族
介
護
者
交
流
会
」

期
日
▼
２
月
26
日（
水
）

時
間
▼
午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分

集
合
場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
▽
要
介
護
２
以

上
▽
身
体
障
害
者
手

帳
１
級･

２
級
▽
療
育

手
帳
Ⓐ･

Ａ
▽
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
―
―
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
を
常
時
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
方

定
員
▼
先
着
30
人

内
容
▼
平
野
屋
本
店（
ひ
た
ち
な
か
市
平

磯
）で
の
昼
食
と
懇
談
、
那
珂
湊
お
さ

か
な
市
場
の
散
策

参
加
費
▼
無
料

・

２
月
18
日（
火
）ま
で
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２
５
１
６
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て

親
子
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

育
児
講
座「
親
子
で
遊
ぼ
う
！
！
」

日
時
▼
３
月
５
日（
水
） 

午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
で
、
１
歳
６
か
月
か
ら

就
学
前
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
▼
先
着
35
組

講
師
▼
太
田
光
子
さ
ん（
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を
お
持

ち
の
上
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

・

２
月
17
日（
月
）か
ら
21
日（
金
）ま

で
の
午
後
１
時
～
４
時
に
、
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー（
百
塚
保
育
所
内 

☎

270
局
５
６
６
０
）へ
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

婦
人
科
検
診
と

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

村
で
は
、
村
内
在

住
の
女
性
を
対
象
に
、

婦
人
科
検
診
や
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
日
▼
２
月
22
日（
土
）･

24
日（
月
）･
25

日（
火
）･

26
日（
水
）･

27
日（
木
）･

28
日

（
金
）、
３
月
１
日（
土
）･

３
日（
月
）･

４

日（
火
）･

５
日（
水
）･

６
日（
木
）･

７
日

（
金
）･

８
日（
土
）･

10
日（
月
）

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30

分
、
午
後
０
時
30
分
～
１
時
30
分

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
婦
人
科
検
診
…
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診

は
20
歳
以
上
、
乳
が
ん
検
診
は
30
歳
以

上 

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
…
30
歳
、
35

歳
、
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、

65
歳
、
70
歳
、
75
歳 

※
平
成
26
年
３

月
31
日
現
在
の
年
齢
と
な
り
ま
す
。

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
今
年
度
中
に
、
医
療
機
関
で

子
宮
頸
が
ん
検
診･

乳
が
ん
検
診
を
受

け
た
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
▽
無
料

ク
ー
ポ
ン
券（
対
象
者
に
は
昨
年
５
月

に
郵
送
）で
受
診
し
て
い
な
い
方
も
受

診
で
き
ま
す
。
▽
１
月
下
旬
に
郵
送
し

た「
婦
人
科
検
診（
集
団
）の
お
知
ら
せ
」

の
、「
あ
な
た
指
定
日
」の
年
号
に
誤
り

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
の
あ
っ
た
世

帯
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る「
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金
」（
基
礎
支
援
金･

加
算
支
援

金
）の
申
請
期
限
が
１
年
再
延
長
さ
れ
ま

し
た
。
申
請
期
限
は
、
平
成
27
年
４
月

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
」
の

請
求
期
限
を
再
延
長（
１
年
）

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
平
成
26
年

で
す
。

・

転
入
等
で
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
方
で
、
検
診
を
希
望
す
る
方
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

10
日（
金
）ま
で
で
す
。

対
象
▼
①
住
家
が
全
壊
ま
た
は
大
規
模

半
壊
し
た
世
帯 

②
住
家
が
半
壊
し
た
、

ま
た
は
住
家
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
た

世
帯
の
う
ち
、
倒
壊
に
よ
る
危
険
を
防

止
す
る
な
ど
の
理
由
で
や
む
を
得
ず
住

家
の
全
て
を
解
体
し
た
世
帯（
半
壊
解

体･

敷
地
被
害
解
体
）

・

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
推
進
担
当

（
内
線
１
１
８
３
）
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

村
指
定
文
化
財･

指
定
記
念
講
演

「
石
神
小
野
崎
氏
と
石
神
城
合
戦
」

　

昨
年
10
月
に
村
指
定
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た「
石
神
城
跡
」に
つ
い
て
、
分
か
り
や

す
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、
謎
に
包
ま
れ

た
石
神
城
の
戦
い
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
23
日（
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
村
立
図
書
館

講
師
▼
高
橋
裕
文
さ
ん（
東
海
村
文
化
財

保
護
審
議
会
委
員
）

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
城
の
構
造
や
出
土
し
た
遺
物
等

も
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い（
村
立
図
書
館
で
２
月
28
日（
金
）ま
で
）。

生
涯
学
習
課
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担

当（
内
線
１
４
２
３
）

「
東
海
ワ
ン
コ
イ
ン
劇
場
」特
別
編

喜
劇
映
画
の
代
表
作
を
上
映

　

さ
ま
ざ
ま
な“
笑
い
”で
人
々
を
楽
し
ま
せ

て
き
た
喜
劇
映
画
の
代
表
作
を
上
映
し
ま

す
。
上
映
作
品
は
、
映
画
史
を
代
表
し
、
多

く
の
国
民
か
ら
好
評
を
得
た
作
品
と
し
て
文

化
庁
等
が
主
催
す
る「
平
成
25
年
度
優
秀
映

画
鑑
賞
推
進
事
業
」に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

上
映
日
時･

作
品
▼

日
時
▼
３
月
１
日（
土
） 

午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
▼
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館

演
奏
曲
▼「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

マ
ー
チ
」

「
ア
ニ
メ･

メ
ド
レ
ー
久
石
譲
作
品
集
」ほ
か

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
ひ
た
ち
な
か
市
立
佐
野
中
学

校
吹
奏
楽
部
、
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ「
和

奏（
わ
か
な
）」に
よ
る
ゲ
ス
ト
演
奏
も

あ
り
ま
す
。
▽
座
席
の
都
合
上
、
入
場

を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
勝
田
駐
屯
地
広
報
班（
☎

274
局
３
２
１
１
）

陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
音
楽
隊

第
24
回
定
期
演
奏
会

そ
の
他

２月15日（土）

「駅前旅館」

出演：森繁久弥、
フランキー堺

「本日休診」

出演：柳永二郎、
鶴田浩二

①12：30 ～
②16：50 ～

①10：00 ～
②14：50 ～

２月16日（日）

「喜劇 女は男の
ふるさとヨ」

出演：森繁久弥、
中村メイコ

「ニッポン無責任
時代」

出 演： 植 木 等、
ハナ肇

①12：30 ～
②16：30 ～

①10：00 ～
②14：30 ～

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
５
０
０
円
／
人（
全
席
自
由･

３

歳
以
上
有
料
）※
前
売
り
券
の
販
売
は

あ
り
ま
せ
ん
。

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
８
５
１
１
）

　

美
し
い
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に

合
わ
せ
て
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

期
日
▼
土
曜
日（
月
３
回
）

時
間
▼
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
▼
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

会
費
▼
３
０
０
０
円
／
月

・

梶
原
た
え
子
さ
ん（
☎
283
局
３
３
７
１
）

募 集

フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「
プ
ア
メ
リ
ア
」会
員
募
集

　

ヨ
ガ
を
通
じ
て
心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
ま
せ
ん
か
。
体
験
も
で
き
ま
す
。

期
日
▼
毎
週
月
曜
日

時
間
▼
午
後
７
時
30
分
～
９
時

場
所
▼
村
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費
▼
６
０
０
円
／
回

・

豊
島
美
咲
さ
ん（
☎
０
９
０
‐

５
８
７
１
‐
１
６
１
０
）

募 集

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

「
星
の
ヨ
ガ
」会
員
募
集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
の

減
免
対
象
団
体
を
見
直
し
ま
す

　

村
で
は
、利
用
者
や
住
民
に
対
し
て
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

利
用
者
負
担
の
適
正
化
や
施
設
の
維
持
管

理
に
か
か
る
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
る

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料

の
減
免
対
象
団
体
を
見
直
し
ま
す
。
な
お
、

登
録
団
体
の
代
表
者
に
は
、
詳
細
を
お
知

ら
せ
す
る
文
書
を
２
月
上
旬
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。

減
免
の
対
象
と
な
る
団
体
▼
①
公
的
団
体

（
国･

県･

村
） 

②
村
外
郭
団
体（
東
海
村

社
会
福
祉
協
議
会
、
東
海
村
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、東
海
村
文
化･

ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
、東
海
村
自
治
会
連
合
会
） 

③
地
区
自
治
会（
専
門
部
会
を
含
む
）、

単
位
自
治
会
、
常
会（
班
） 

④
村
が
認

め
る
公
共
的
団
体
等 

※
そ
の
ほ
か
の

団
体
に
つ
い
て
は
、「
東
海
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
」に
基
づ
い
て
使
用
料
を

徴
収
し
ま
す
。

適
用
日
▼
４
月
１
日
以
降
の
使
用
申
請
分

か
ら

そ
の
他
▼
詳
細
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線

１
２
７
２
）
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業
務
内
容
▼
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
シ
ス
テ

ム
の
管
理･

運
用

募
集
人
員
▼
１
人

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月

31
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
原
則
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後

４
時

報
酬
等
▼
報
酬･･･

月
額
23
万
３
０
０
０

円 

諸
手
当
…
通
勤
手
当 

福
利
厚
生
…

社
会
保
険･

雇
用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
３
月
９
日（
日
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

３
月
６
日（
木
）

ま
で（
土･
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）と

職
務
履
歴
書
を
お
持
ち
の
上
、
環
境
政

策
課
環
境
計
画
推
進
担
当（
役
場
行
政

棟
４
階 

内
線
１
４
５
３
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

募 集

東
海
村
非
常
勤
嘱
託
員
募
集

職
種
等
▼
下
表
参
照

募
集
人
員
▼
各
１
人
程
度

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月

31
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

選
考
方
法
▼
▽
面
接
試
験（
３
月
４
日

（
火
）に
実
施
）▽
作
文「
仕
事
を
す
る
う

え
で
、
必
要
な
心
構
え
と
は
」（
８
０
０

字
程
度
）

そ
の
他
▼
諸
手
当
…
通
勤
手
当 

福
利
厚

生
…
社
会
保
険･

雇
用
保
険
に
加
入（
③

④
⑤
は
雇
用
保
険
の
み
）

・

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282

局
２
８
０
４
）備
え
付
け
の
願
書
と
履

歴
書（
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
雇
用
要
件
を
証
明
す
る
も
の
の
写

し
と
作
文
を
お
持
ち
の
上
、
２
月
28
日

（
金
）ま
で（
土･
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

職 種 等 雇用要件 勤務時間 賃金（時給）

① 一般事務
（事務局勤務）

▼パソコン（ワード･エクセル）の操作ができる
▼自動車運転免許を有する――を満たす方

週39時 間 程 度（土･日 曜
日、祝日を除く） 1,070円

② 生活支援員（看護師）
（障害者センター勤務）

▼看護師の資格を有する▼自動車運転免許
を有する――を満たす方

週39時 間 程 度（土･日 曜
日、祝日を除く） 1,350円

③ 一般事務
（高齢者センター勤務）

▼パソコン（ワード･エクセル）の操作ができる
▼自動車運転免許を有する――を満たす方

週23時間程度（日曜日、
祝日を除く） 870円

④ 機能訓練指導員
（通所介護事業所勤務）

▼看護師または准看護師等の資格を有する
▼自動車運転免許を有する――を満たす方

週23時 間 程 度（土･日 曜
日、祝日の勤務あり） 1,100円

⑤
介護員･訪問介護員

（通所介護事業所･ホームヘ
ルパーステーション勤務）

▼介護福祉士またはヘルパー２級以上の資
格を有する▼自動車運転免許を有する――
を満たす方

週30時 間 未 満（土･日 曜
日、祝日の勤務あり）

通所時は900円
訪 問 介 護 時 は
1,000円～1,200円

募 集

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
等
募
集

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
１
月
１
日
現

在
で
申
請
さ
れ
た
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
に
基
づ
く「
東
海
村
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
」の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間
▼
２
月
23
日（
日
）～
３
月
９
日（
日
）

東
海
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

業
務
内
容
▼
ご
み
搬
入
者
の
誘
導（
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
内
）や
ご
み
の
搬
出
等 

※
ト
ラ
ッ
ク（
２
ト
ン
ダ
ン
プ
、
ご
み

収
集
車
等
）を
運
転
し
ま
す
。

募
集
人
員
▼
１
人

雇
用
要
件
▼
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
、
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月

31
日

勤
務
日
時
▼
原
則
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
12
万
円 

諸
手
当

…
通
勤
手
当 

福
利
厚
生
…
社
会
保
険･

雇
用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
３
月
４
日（
火
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

２
月
28
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼

付
）を
お
持
ち
の
上
、
環
境
政
策
課
ご
み

ゼ
ロ
推
進
室（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282

局
７
２
８
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

東
海
村
清
掃
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
嘱
託
員
募
集

※
土･

日
曜
日
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
▼
選
挙
管
理
委
員
会（
役
場
行
政
棟

３
階
）※
土･

日
曜
日
は
夜
間
出
入
り
口

（
庁
舎
北
側
）か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

名
簿
登
載
者
▼
①
平
成
６
年
４
月
１
日
以

前
に
出
生
②
世
帯
の
耕
作
面
積
が
10

ア
ー
ル
以
上
③
年
間
の
耕
作
日
数
が
お

お
む
ね
60
日
以
上
―
―
を
満
た
す
方

東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内 

内
線
１
３
１
３
）
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と
な
り
の
ま
ち
か
ら

水
戸
市
●
第
118
回「
水
戸
の
梅
ま

つ
り
」

　

偕
楽
園
や
弘
道
館
で
、
１
０
０
品
種
、

３
０
０
０
本
の
早
咲
き（
探
梅
）、
中
咲
き

（
賞
梅
）、
遅
咲
き（
送
梅
）の
梅
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
▼
２
月
20
日（
木
）～
３
月
31
日（
月
）

水
戸
観
光
協
会（
☎
224
局
０
４
４
１
）

　

建
築
大
工
と
し
て
現
場
で
実
施
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
３
年
間
就
学
す
る
と
、
２

級
技
能
士
の
受
検
資
格（
卒
業
試
験
合
格

で
学
科
試
験
免
除
）を
得
ら
れ
ま
す
。

訓
練
日
時
▼
毎
週
火･

金
曜
日 

午
後
６
時

30
分
～
９
時
30
分

対
象
▼
中
学
校
ま
た
は
専
門
学
校
、
高
等

学
校
を
卒
業（
平
成
26
年
３
月
卒
業
見

込
み
を
含
む
）し
、
水
戸
市
周
辺
の
事

業
所
に
雇
用
さ
れ
た
方

授
業
料
▼
６
万
５
０
０
０
円
／
年

・

水
戸
建
築
高
等
職
業
訓
練
校（
水

戸
市
三
の
丸
３
‐
１
４
‐
１
０ 

☎
226
局

０
４
０
５
）備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
４
月
10
日（
木
）ま
で

募 集

働
き
な
が
ら
資
格
を
取
得
！

水
戸
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

城
里
町
●
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫

し
ま
せ
ん
か
？

　

各
施
設
の
利
用
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
う
ぐ
い
す
の
里
】

広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
長
い
滑
り
台
が
あ

る
ほ
か
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。

・
「
う
ぐ
い
す
の
里
」管
理
事
務
所

（
☎
289
局
４
３
２
１
）

【
ふ
れ
あ
い
の
里
】

　

充
実
し
た
宿
泊
施
設
や
４
０
０
ミ
リ
反

射
望
遠
鏡
を
備
え
た
天
文
台（
毎
週
土
曜

日
に
開
放
）等
が
特
徴
で
す
。

・
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」管
理
事
務
所

（
☎
288
局
５
５
０
５
）

【
山
び
こ
の
郷
】

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
名
産
の
う
ど
ん･

そ
ば･

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
手
作
り
体
験
も
で
き
ま
す
。

・
「
山
び
こ
の
郷
」管
理
事
務
所（
☎

０
２
９
６
‐
８
８
‐
３
１
５
７
）

　

村
で
は
、
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

村
税
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
な

ど
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
売
却
す
る
た

め
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
運
営
す
る
官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

公
売
方
法
▼
競
り
売
り
形
式 

※
村
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
公
売
に
つ
い
て
」）の
掲
載

内
容
に
同
意
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
方
法
▼「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

の
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
、
２
月
13
日（
木
）の
午

後
１
時
～
２
月
25
日（
火
）の
午
後
11
時

に
、
参
加
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
札
期
間
▼
３
月
４
日（
火
）の
午
後
１
時

～
３
月
６
日（
木
）の
午
後
11
時

公
売
物
件
▼
絵
画（
３
点
）、
茶
器（
７
点
）、

食
器（
２
点
）、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド（
１
点
）、

硬
貨
セ
ッ
ト（
１
点
）※
各
物
件
の
詳
細
は

２
月
13
日（
木
）の
午
後
１
時
以
降
に「
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン（http://koubai.auctions.

yahoo.co.jp/

）で
公
開
し
ま
す
。

物
件
の
下
見
会
▼
２
月
21
日（
金
）の
午
前

10
時
～
午
後
４
時
に
、
税
務
課（
役
場

行
政
棟
１
階
）で
下
見
会
を
行
い
ま
す

（
事
前
申
し
込
み
不
要
）。

税
務
課
収
納
管
理
室（
内
線
１
１
１
５
）

差
し
押
さ
え
財
産
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

県
、
市
町
村
と
交
通
事
業
者
等
で
構
成

す
る「
茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
」で

は
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
高
齢
化
に
伴
う

課
題
の
解
決
手
段
と
し
て
公
共
交
通
の
利

用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
県
内
一
斉
に“
マ
イ
カ
ー
利
用
を
自
粛

し
た
通
勤
”を
実
践
す
る「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
マ

イ
カ
ー
利
用
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

実
施
日
▼
２
月
14
日（
金
）

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
内
線

１
３
４
２
）

「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き

～
マ
イ
カ
ー
利
用
を
控
え
る
日
～
」

募 集

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」募
集

活
動
内
容
▼
県
の
広
報

紙「
ひ
ば
り
」
に
掲
載

す
る
原
稿
の
作
成（
取

材
を
含
む
）等

応
募
資
格
等
▼
①
県
内
在
住
で
満
20
歳
以

上
の
女
性（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

②
公
務
員
や
議
会
議
員
で
な
い
③
取

材
先
が
希
望
す
る
日
時
に
合
わ
せ
て

取
材
で
き
る（
主
に
月
～
金
曜
日
の
日

中
）④
自
分
で
取
材
先
に
移
動
で
き
る

（
取
材
範
囲
は
県
内
全
域
）―
―
を
満

た
す
方（
４
人
）

任
期
▼
４
月
～
平
成
27
年
３
月

謝
礼
▼
年
額
６
万
円

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
と
面
接
試
験（
書

類
審
査
通
過
者
の
み
）を
行
い
ま
す
。

・

総
務
課（
役
場
行
政
棟
３
階
）備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、「
応
募
理
由
」と「
地
域
の
話
題
」

を
各
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
も
の

を
添
え
て
、
２
月
21
日（
金
）（
当
日
消

印･

送
信
有
効
）ま
で
に
、
郵
送･

フ
ァ

ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
茨
城
県
広
報
広
聴
課（
〒
３
１
０
‐

８
５
５
５ 

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６ 

☎
301
局
２
１
２
８ 

301
局
２
１
６
８ 

koho3@
pref.ibaraki.lg.jp

）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
県
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.pref.
ibaraki.jp

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
３
月
に
移
転

予
定（
水
戸
市
住
吉
町
６
３
‐
１
）で
す
。
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広
報 

と
う
か
い

第
８
２
８
号

平
成
26
年
２
月
10
日
号

２･

10
ちびっこ
美術館

羽根突き

お友達と羽根突きをしているところ
を描いてくれたのは茉美ちゃん（６歳）。
「こま回しと凧揚げもやったよ」と、お正
月の遊びを楽しんだようです。４月から
はいよいよ小学生――「お勉強、楽しみ
なんだ」とニコニコ話してくれました。

舟石川幼稚園

小
お が わ

川茉
ま み

美ちゃん

▼
発
行 

東
海
村　

▼
編
集 

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　

http://w
w

w
.vill.tokai.ibaraki.jp

わ
が
家
の
子
育
て
ノ
ー
ト

　

わ
が
家
の
佳よ

し

き希
は
、
乗
り
物
が
大
好

き
で
、
好
奇
心
旺
盛
な
５
歳
の
男
の
子

で
す
。
毎
日
、
幼
稚
園
で
元
気
に
走
り
、

砂
遊
び
を
し
た
り
、
虫
探
し
を
し
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
に

は
毎
日
の
よ
う
に
お
土
産
と
し
て
、
葉
っ

ぱ
や
砂
、
お
花
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

佳
希
は
10
か
月
の
時
、
２
週
間
入
院
し

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
検
査
で
聞
き

慣
れ
な
い
病
気
を
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
専
門
の
病
院
で
詳
し
く
検
査
し
た

結
果
、
細
菌
感
染
に
弱
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
年
齢
と
と
も
に
良
く
な
る
と

も
言
わ
れ
、毎
日
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
、

そ
の
日
を
待
ち
望
み
、
日
々
、
親
と
し
て

で
き
る
こ
と
を
注
意
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
だ
歩
き
始
め
た
ば
か
り
の

こ
ろ
で
、
気
を
付
け
る
こ
と
が
多
く
、
家

で
過
ご
す
こ
と
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
ヘ
ト
ヘ
ト

に
な
る
毎
日
で
し
た
が
、
佳
希
の
笑
顔
や

か
わ
い
い
寝
顔
を
見
て
い
る
と
、
そ
ん
な

こ
と
も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
へ
の
入
園
は
、
私
た
ち
親
子

に
と
っ
て
、
大
き
な
決
断
で
し
た
。
入

園
後
の
経
験
は
、
佳
希
に
と
っ
て
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
毎
日
帰
っ

て
く
る
と「
今
日
は
○
○
く
ん
と
遊
ん
だ

よ
」「
こ
ん
な
遊
び
を
し
た
よ
」と
、
と
て

も
楽
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

１
年
前
の
検
査
で

は
、「
も
う
全
く

問
題
な
し
」と
の
診
断
を
受

け
、
う
れ
し
く
て
思
わ
ず
泣
い
て
し
ま
っ

た
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
多
く
の

こ
と
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

佳
希
は
、
活
発
で
け
が
も
絶
え
ず
、

心
配
の
種
は
ま
だ
ま
だ
尽
き
ま
せ
ん
が
、

と
て
も
頑
張
り
屋
さ
ん
で
、
私
の
体
を
気

遣
っ
て
く
れ
る
優
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
男
の
子
ら
し
く
な
っ
て
き
て
う

れ
し
い
反
面
、
な
か
な
か
言
う
こ
と
を
聞

い
て
く
れ
ず
、
つ
い
怒
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
多
く
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
反
省
ば
か

り
で
、
育
児
の
難
し
さ
に
落
ち
込
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、「
マ
マ
大
好
き
！
」の
一

言
で
、ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
う
毎
日
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
友
達
や
マ
マ
友
の
存
在

は
と
て
も
大
き
く
、
悩
ん
だ
り
困
っ
た

り
す
る
と
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
私
の

心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
人
も

育
児
に
協
力
的
な
の
で
、
休
日
は
よ
く

遊
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

み
ん
な
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
子
ど
も
と
一

緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

表
紙･

林
玲
子

夢は…。“保育園の先生”

石神小学校６年●佐
さ さ き

々木彩
さ な

奈

　私の夢は、保育園の先生になることです。理由は、小
さい子が好きだからです。私がぜひやってみたいなと思
うことは、遠足に行ったり、散歩に行ったりしたとき、
おやつをみんなで仲良く食べることです。
　今、私が努力していることは、２つあります。１つ目
は、本当に先生になれたときのために、お菓子作りをす
ることです。２つ目は、私には３歳の弟がいるので、散
歩に連れて行ってあげたり、手作りのお菓子をあげたり
して、面倒を見てあげることです。将来、先生になる夢
がかなったときには、この２つの努力を生かせるといい
なと思っています。
　あとは、お菓子をとてもおいしく作ったり、みんなと
一緒に作って食べたりする、優しい先生になれればいい
なと思っています。本当に先生になれるかどうかは分か
らないけれど、将来がとても楽しみです。

ぼくの夢
　わたしの夢


